
令和６年度 第１回 ひなたの出逢い・子育て応援運動推進会議 

子育て応援部会 

 

 

日時 令和６年８月２１日（水） 

午後１時３０分から 

場所 ＪＡアズムホール 

２階小研修室 

（別館２０１号室） 

 

 

１ 主催者あいさつ・事業説明 

  （出逢い応援部会と合同） 

※子育て応援部会メンバーは別館２０１号室に移動 

 

２ ファシリテータープロフィール紹介 

［ファシリテーター］ 竸  朗子先生（Office MOTOHIRO 代表） 

 

３ メンバー自己紹介 

 

４ ミニセミナー 

  

５ 「２月までに取り組むことのプランをつくろう」 ワークショップ 

 

 



日時： 令和6年8月21日（水）13：30～16：00

場所： JAアズム別館２０１号室

「子育て応援部会」配席図
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Office MOTOHIRO 代表
子育て講師
乳児院家庭訪問治療員

竸  朗子 先生

（講師・ファシリテーター）

大学で心理学を学んだ後、企業で研修の企画・講師・コンサルティング営業などに携

わり、成人教育の分野で経験を積む。

２００４年に長男を出産。育児をする中で、大学で心理学を専攻した動機であった

「子どもの心の育ち・親の関わり方」に興味関心が戻って来て、様々な親支援プログラ

ム・子育ち支援プログラムを学ぶ。

企業研修という人材育成のプロフェッショナルな現場で培ったノウハウと経験、自ら

の育児体験が、子育て講座の仕事に生き、２００９年にOffice MOTOHIROを開業。

自治体主催の子育て支援講座の講師として豊富な実績をもつほか、定員16名の母親向

け講座から、参加数2,000名超のＰＴＡ講演まで、また700名超の高校生対象の講演な

ど、多様な実績を持つ。

他の母親と同じように「生活の中での子育て」の実践者として、「当事者」の立場・

視点・感覚で、学んで役に立った理論や方法論を伝える内容は、親たちに「わかりやす

い」と大好評を得ている。「声と笑顔に癒された」という内容以上の評価も多い。

開業前も含めこれまで１０年間、自治体・教育行政・園や学校とともに「子どもたち

の豊かな育ちのために、親が親として育つこと」を第一義に、親支援の専門家として、

親子の安心をサポートし続けている。

きそい あきこ



子育て応援部会
～ひなたの出逢い・子育て応援運動 ～

Office MOTOHIRO

竸 朗子

令和６年度 第１回

ファシリテーター

website

私たちは何のために集まっている？

【 応援運動の目的 】

出逢い・子育てを応援する機運の醸成やライフステージに

応じた支援を通して、希望どおりに家族を持つことができ、

子育てが楽しいと感じられるみやざきづくりを推進する。

【 推進会議の目的 】

行政、関係団体、事務所等が一体となって、社会全体で出逢

いや子育てを応援する機運の醸成を図り、県民の参画による

出逢い・子育て応援運動を広く展開することを目的とする。

【 子育て応援部会の目的 】

子育てに関して、意見交換や情報共有、取組提案等を行う。

↑そのために今日は

↑まず私たちが楽しもう♪

子育て環境、社会背景を理解する

【参考書籍】 「働くママ 専業ママ 子どものためにどっちがいいの？」 三沢直子著 緑書房

MEMO

アタッチメント理論 〜安全安心の基地〜

危機感・不安

泣き、発声、ハイハイ、歩行などで
お母さんに「くっつく」何らかの対応をすぐしてもらえる

くっついている

近くにいる

知らない人の接近

知らない場所・暗闇

養育者の姿がない

飢え・渇き・不衛生

体温調節・病気
ほっとする

安心する

探索行動好奇心
意欲
自立心

安全安心の基地
アタッチメント行動

危機感・不安が取り除かれる
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「 １０才までの子どもを社会が守らなければ、

１０才以降、その子どもから社会を守ることになる 」

「 今１ドルの投資を行えば、将来１０００ドル失わなくて済む 」

「 ヒトラーがこの世に生を受けた瞬間から、みんなが彼に

“平和と愛を”と言い続けていたらどうだっただろう 」

「ケアする者をケアせよ」

親が子どものニーズを満たせなくなってる時は、

親自身のニーズが満たされていない時。

子どもの健やかな育ちのために最も重要なことの１つは、

親（子どものそばにいる大人）が安心・安定していること。

社会が子育てをネグレクトしない

社会で・・町が荒れる、引きこもる 社会で・・安定、貢献、活躍

「 国家と人類に対して、誰もができる

最高の貢献とは、こどもを育てることである。 」
バーナード・ショー （ノーベル文学賞受賞作家）

高校で・・抑えきれず問題が表出

育つ環境で・・ 暴力暴言、抑圧 育つ環境で・・ 話し合い、安心信頼

高校で・・ 話し合い、安心信頼
思春期を無事乗り越える

小中で・・ 話し合い、安心信頼

園で・・ 話し合い、安心信頼園で・・ 暴力暴言、発散、不安

子どもは真似ぶ（学ぶ）

教師の力で抑え込まれるか、学級崩壊

小中で・・暴力暴言、発散、不安

子育て応援は明日の社会をつくる

◎ ここまでで印象に残ったことは

なんですか？ それはなぜですか？
あなたの子ども時代はどうでしたか？ 子育て期はどうでしたか？
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◎ あなたの組織が、子育て応援部会の
メンバーになっているのは
「あなたは」 なぜだと思いますか？

◎ あなたの視点で、子育て応援において
「大切なこと」 とはなんだと思いますか？
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◎ では 、何ができそうかな？
２月までに取り組むことの

プランをつくろう！
→ 単独でもいいし、連携して一緒にやるアイデアでもいい。
→ 案でいい。みんなで分かち合いをした後に、変えてOK！

一緒にできそうなこと、
一緒にやるためのアイデアはあるかな？

各組織の取り組みに乗っかるのもいいし

新たなアイデアを生み出してもOK！

シェアを聞きながら

「連携」を考える

視点

こう
いう
形で

力に
なれ
るよ
！

こんなこと
やらない？

◎ ２月に報告したい取り組みを決めよう！
～単独でも連携して一緒にやるアイデアでもOK！～

フォーカスするテーマ⭐ 具体的な取り組みのアイデア⭐
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どんな課題を解決したいと感じますか？

〜 こんなことが子育て応援になるんじゃない？〜

現状はこう感じる こうなったらいいな

何ができそうかな？

今ある

ギャップ

に対し

フォーカスする大まかなテーマ

具体的な取り組みのアイデア（案）

案


